

























【Summary】Tanaka Geppo had many acquaintances in Kyoto, Edo, Nihonmatsu, Motomiya, Sendai
and Shinshu. At that time, the Haikai Poem Movement was very conscious of expanding colleagues
and was spreading in beyond strats. Geppo was a master of Confucianism on one side and an able poet
on the other side, and enthusiastic about expression and communication in Japanese.
The knowledges of the Chinese classics and the expression in Japanese were separated, however,
intellectuals in cities adapted to both culture as double-sword fencing. It formed a double structure of























































重好（天明 8 （1788）年12月─安政 7（1860）年 4 月26日73歳歿。通称太郎左衛門、幼名源一郎、
号博山）が会津諏訪暦の余白に細字で書き込んだ通称『重好日記』（文政11（1828）年〜元治
2（1865）年まで35冊中32冊文政13（1830）〜万延 2（1861）年が日記）などがある。また、重












































































































月歩が初めて「他邦湯治」したのは、寛政11（1799）年 8 月であったが、その 5 月に俳
諧の師、高桑闌更が没している。やむにやまれぬ思いで、焼香の旅を思いついた可能性は


























































































































































に入るが、1 年で不縁となり宝暦 7 年本宮の塩田長十郎方へ縁付く。蚕種商。加
舎白雄門下。冥々九渕斎、九渕斎冥々と号す。「粟蒔集」。月歩と文通あり。〜文
政7．閏8.22歿。（俳人塩田冥々──人と作品、福島県史）
斗入：小松出身、名古屋と江戸で活動。〜文化2.8歿。生涯雲水に託して、諸国遊歴。名
古屋で士朗一派と深く交わり、江戸に出ては巣兆とも親しんだ。（加能）
長 ：不明。
士由：狼河原出身、二本松で活動。農業沼倉新三郎の次男、長じて同村の大屋氏の法弟
となる。通称卓蔵。二本松に来たのは文政末頃か。本宮地方の文人に大きな影響
を与えた。句集「浦つたひ」、「美佐古鮓」。〜嘉永3.12.5。（福俳、俳辞）。
士由は主に二本松で活動し南東北地方の中心となった俳諧師であるが、九渕、双竹など、
高田のみならず若松や本宮にも親しい俳諧師がいたことは、月歩が福島一帯の俳諧ネット
ワークに大きな役割を果たしていたことの証であろう。さらに、京都の俳壇のみならず江
戸の井筒屋八郎右衛門随齋とも親しかったというのだから、彼らが精神的にも全国的なネ
ットワークのなかで生きていたことがうかがわれる。
近世の俳諧師はなぜこのような全国ネットワークにこだわったのだろうか。というより、
地域でも全国においても、なぜネットワーク形成に熱心だったのだろうか。
『袖塚集』を通してうかがわれるのは、俳諧が一つの母国語による表現活動であって、表
現は他者の評価抜きには発展しないから、民衆的な俳諧師たちはより広域へ、より広域へ
とネットワークを広げることで評価と表現の質の向上を目指したのではないか、というこ
とだ。俳諧をムーブメントとして捉える先行研究の検討を進めたい。
なお、追悼として寄せられた句の方は、百句近くに及ぶ。近隣の人々の追悼句（長野、
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野沢辺からのお見舞客もあったらしい）。蒼虬（金沢藩出身、成田久左衛門利定、何らかの事
件に連座して武を捨て高桑闌更の門人となった）、阿鳥（あやとり？　播州加（神）西郡森垣村、
石川長英、伊兵衛）以外の霊前に具えた句は略したと断り書きがある。
5 ──『袖塚集』に描かれた月歩の末期とその人生
次に、『袖塚集』に描かれた月歩の末期と遺稿から、彼自身が自己の人生をどのように意
識していたかについて、手がかりを探っておきたい。
「真珠院賢岳義範居士遺稿」には、最晩年の句が載せられている。亡くなったのは夏だが、
句は春の句である。
「何か得て足れりとせんや、何か失ひて乏しとせんや　
人並に老は来にけり今朝の春
梅か香や抔と小しやくな内義哉
鴬の啼や四五軒下モの裏
（以下略）」
最初の書き出しには、「何か得て足れりとせんや、何か失ひて乏しとせんや」という月歩
の超然とした人生観が書き込まれている。中世的な、あるいは仏教的な、俗世に拘泥しな
い欲を去る価値観というものであろうか。衰えた心身の状態の中でも、妻への親密感や季
節の移ろいへの感受性などを表現している。
さらに、月歩自身が浪々の人生をどう考えていたのか、世羅重好の追悼文の中に、それ
をうかがう記述がある。少し長いが、そのまま引用しておきたい。
先考病危篤に及へる時、茶三・斗南の両子をとミに招きて、予と三人病床に侍せめ、
傍人を避て後、教諭遺戒丁寧反復し、最後に曰、予、生涯を思ふに、少壮にてハ家厳、
公私に就て廉直方正の美名の餘澤に浴しひたり、その藝園に優遊し老後は汝か敢て家
聲を落さす、はた予をして易きに居らしむるの志浅からねは、比し奉るハかしこけれ
と密に　いはゝ、文王の厚福といへとも、豈二ッあらんやと、苦しけなる息の下より
申されしそ、不肖か身に余りて忝きを、誰もへ頭を挙る事あたはす、……（後略）
去るものゝ疎きにハ似す夏の夢（世羅）
（中略）
一棒に眼明きし芥子も昔かな　　　　坂下　　茶三
継聲館の号は、先師弱冠にして郷学の師に挙られし時賜ハれる所なり
有し事取あつめてハ夏寒し　　　　　　　　　斗南
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茶三（五十嵐清兵衛）と斗南（秋田金平）はいずれも坂下の門人である。『継声館日記』に
名前は見えないが、この文と句からともに「継声館」の門人でもあったことがうかがわれ
るので、文化８年に日記が整理される前の門人だったのであろう。月歩は最期にこの二人
の門人と嗣子重好世羅を枕元に呼び、自分の生涯について息子に感謝を告げる。曰く若い
時代は家が厳格で公私にわたり「廉直方正の美名」を享受した、また「藝園に優遊し老後
は汝か敢て家聲を落さす」まるで「文王の厚福」のような生涯を過ごすことができたとい
うのである。
印象的なのは、その感謝のことばが告げられたとき「誰もへ頭を挙る事あたはす」とい
う程深い感慨を受けていることだ。まだ二十歳前の息子にあとを譲って流浪の旅に出、如
何に俳諧の世界で広い交際を得たといっても、晩年になって家にやっと戻った老人を、妻
も息子も門人も非常に尊敬している。文章通り受け取れば、「藝園に優遊」し名を残した月
歩を親しい人々がよほど尊敬していたということになる。
しかし、これを事情のある流浪だったと見ると情景は一変する。家と家職を捨て、過酷
な浪々に永年にわたって耐え、その逆境を跳ね返して「文王の厚福」と言い切った老人の
生き様に彼らが深い感銘を受けたということになるのだ。「汝か敢て家聲を落さす」という
重好に向けられた月歩のひとこと、「継聲館の号は、先師弱冠にして郷学の師に挙られし時
賜ハれる所なり　有し事取あつめてハ夏寒し」と詠んだ斗南の句が、新しい意味をもって
くる。
重好（世羅）の「継声館」教育におけるずば抜けた集中力と克明な記録、家に伝わる古文
書の整理に懸けた情熱が当初は「敢て家聲を落さ」ないための努力だった可能性を検証し
てみる価値はある。また、大屋士由がこれもあえて安積艮斎に碑文を依頼して墓を建てた
顕彰への情熱も、月歩の足跡への哀惜の情による可能性もあろう。斗南は、「継声館」とい
う名称は藩主から賜ったものなのに……、過去のことをいろいろ振り返ると「夏なのに寒
い」と詠んでいる。事情は何も記されないが、やはり不本意な事実が月歩の時代の「継声
館」にあったということである。
謎の多い月歩の足跡について、今後も探求を続けてきたい。
6 ── 纏めとのこされた課題
月歩の一周忌に編集された『袖塚集』を検討したら、謎の多い東昌月歩について幾許か
明らかになるのではないかと期待して検討を始めたが、いくつかの事実が明らかになった
いっぽうさらに多くの謎が生まれてしまった。
まず、明らかになった事柄について。郷学「継声館」と月歩の俳諧の弟子は重なりを持
っていることが分かる一方、月歩の高田町や坂下など近隣の弟子は『継声館日記』の始ま
り以前の弟子であることもわかった。さらに月歩は京都、江戸、二本松や本宮、仙台、そ
して信州方面にも多くの知人を有していた。句集におさめられた書簡からは、当時の俳諧
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運動が同行の士を増やそうという極めて意識的なムーブメントであって、階層を超えた広
がり方をしていることが分かる。儒学の師範である田中東昌が、他方では田中月歩という
力量ある俳諧師で、母国語による表現と情感の交流に熱心であったことは、町方知識人の
文化を考える上で印象深い事実である。近代の生活綴り方教育もネットワークづくりによ
る表現の交流に熱心だが、近世社会に既に自前で表現と交流を図るムーブメントが成立し
ていたとすれば、地域社会の文化の基盤の厚さを再認識できる一つの事例と考えることも
できよう。
近世社会では漢籍の教養と母国語の表現が分離してしまっているにもかかわらず、彼ら
町方の知識人は両刀使いのようにいずれの文化にも適応している。それは領主による「公」
教育と民間の自前の表現文化の二重構造を形成しているが、「継声館」の生徒たちも多くは
俳諧を身につけており、二重構造への躊躇は概して見られない。
いっぽう、なぜ文化 8（1811）年以前の「継声館」や月歩に関する記録が残っていないの
か、「継声館」や月歩に何があったのかは尚明らかにならなかった上、疑問が増大した。奥
会津地方の郷頭や肝煎など地下名望家層には旧蒲生家遺臣が多く、反骨精神と教養、地域
民衆への責任感と土地への愛着が見られる。田中家も旧蒲生家遺臣だが、近世後期農村荒
廃の進行した時代にいかなる学問と統治を選びとったのか、月歩の父親の日記や月歩の初
期の著作を探ることでさらに検討を続けたい。
重好の時代まで下ると明治維新はすぐ間近になる。重好の弟子で郷学「継声館」出身者
から自由民権運動に参加した事例が確認できる。この地域全体が自由党の影響力の強い土
地だといわれるが９）、全体としてどのように近代移行期を経験して行くのか、なお息の長
い研究としたい。
謝辞　本研究は、田中文庫の天野セイ子様、翻刻と調査に協力して頂いた松居和男、堀田
義明様はじめ横浜市古文書を読む会のみなさまのご協力の上に成立しています。みなさま
のご協力に深く感謝致します。また、本稿執筆中に俳文学会東京例会で報告しご検討頂く
機会を得ました。機会をお作り頂きました深沢真二先生、貴重なご教示をいただきました
安保博史先生はじめ、俳文学会のみなさまに礼を申上げます。
《注》
１）以下、『袖塚集』および『継声館日記』からの引用はすべて田中文庫所蔵本からである。なお、『袖塚
集』に関しては、同じタイトルの木版本が学習院と天理大学の図書館に所蔵されているというが、
筆者自身はまだ確認していない。また、写本が須賀川の矢部文庫に所蔵されている。この写本は、
添付されている写真からみて、木版本からの写本と考えられる。
２）田中文庫所蔵（手稿）「田中氏重久より四代目　田中太郎左衛門種富勤書」のなかに、「寛政二戌年よ
り　高田村エ幼学校被仰付倅友蔵方エ師道被仰付候事」という記載がある。田中重好が後年整理し
た「勤書」である可能性が高い。また、同じく田中文庫収蔵の「當家系譜」の「三二　慶名」の項
には、漢文で土木工事や設計図などで東昌慶名の業績が記録されている。
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３）太田素子「『継声館日記』にみる近世在郷町における識字状況」『和光大学現代人間学部紀要』第2号、
2009年3月。同「郷学継声館の足跡と『継声館日記』の人々」『和光大学現代人間学部紀要』第3号、
2010年3月。
４）闌更、遅月に関しては、堀田義明「袖塚集入集俳人名」太田編『復刻　袖塚集』所収、2011年3月を
参照されたい。
５）川島事件に関しては、会津高田町誌編纂委員会編『会津高田町誌』1966年、1001-1009頁。
６）会津高田町史編纂委員会『会津高田町史』第1巻、2001年、318-324頁。
７）「寛政十年御蔵入蝋漆改役人川島・石井・黒川家系譜」「文化十二年尾木郷山蝋釜元東尾岐藤吉へ仰付
けられ度願」『会津高田町史』第三巻近世資料編Ⅲ、1995年、540-544頁。
８）前出　堀田義明「袖塚集入集俳人名」。
９）前出『会津高田町誌』1966年、947-955頁。
─────────────────────［おおた  もとこ・和光大学現代人間学部心理教育学科教授］
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